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新
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ぐ
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０
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献
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献
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回
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兼
忘
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兼
忘
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兼
忘
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会
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忘
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◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

１
２

月
１

０
日

(
土

)
 

１
７

時
～

２
０

時
 

◇
場

 
所

；
阿

須
賀

会
館

(
新

宮
市

阿
須

賀
・

阿
須

賀
神

社
境

内
)
 

 

◇
参

加
者
；
谷

 
公

雄
社

長
(
㈱

カ
マ

ハ
ラ

テ
ッ

ク
)
、
井

上
 

訓
常

務
(
新

宮

信
用

金
庫

)
、
山

室
喜

則
(
熊

野
本

宮
世

界
遺

産
セ

ン
タ

ー
館

長
)
 

 
以

上
招

待
者

。
 

東
真

澄
、

山
上

皓
一

郎
・

昌
子

、
松

本
 

良
・

邦
子

、
田

中
幸

二
・

律
子

、
中

前
道

康
・

余
志

子
、

坪
井

幸
生

・
冨

美
、

熊
本

左
恵

、
桧

尾
香

代
子

、
浜

 
ひ

ろ
ゑ

、
長

尾
起

江
子

、
背

古
勝

子
、

久
山

久
美

子
、

沖
﨑

吉
信

、
玉

置
平

八
郎

、
木

下
嘉

彦
、

大
江

加
予

子
・

徳
子

、
畑

林
秀

味
・

清
子

、
生

熊
敏

男
・

千
満

子
、
豊

嶋
寛

、
児

嶋
道

夫
、
橋

本
 

梓
、
濱

野
兼

吉
・
小

夜
子

、

松
本

吉
殖

、
中

前
 

偉
、
川

島
 

功
、
前

田
 

正
、
樋

口
義

也
、

高
階

鈴
子

・
美

根
子

、
榎

本
康

夫
、

奥
村

順
夫

、
竹

中
卓

治
、

吉
沢

あ
つ

し
、

山
川

治
雄

、
栗

原
眞

行
、

湯
川

一
郎

、
梶

野
照

雄
、

青
木

宏
充

、
石

橋
哲

郎
・

隆
子

。
 

 
 

 
計

５
２

名
。

 
 

 
 

 
 

 

 第
４

７
回

社
会

貢
献

者
表

彰
受

賞
式

典
が

、
去

る
１

１
月

２
８

日
( 月

) 帝

国
ホ

テ
ル

東
京

・
孔

雀
の

間
で

執
り

行
わ

れ
、

６
０

０
名

が
参

席
し

、
安

倍

首
相

夫
人

。
安

倍
昭

恵
会

長
よ

り
賞

状
と

副
賞

の
日

本
財

団
賞

５
０

万
円

を

授
与

さ
れ

ま
し

た
。

こ
の

受
賞

を
会

友
の

皆
さ

ん
と

喜
び

を
分

か
ち
合
う
報

告
会

兼
忘

年
会

と
し
て
開
催

し
た

。
 

会
場
設
営
は

、
１

５
時
頃

よ
り

行
わ

れ
、

１
７

時
か
ら

参
加

者
の
記
念
撮

影
を
す

る
。
地
元

新
聞

社
２

社
の
取
材

が
あ

る
。
 

司
会

者
・

沖
﨑
氏

か
ら
冒
頭

、
是
非
出

席
し
て
頂
き

た
か
っ

た
玉
岡
憲
明

前
世
話

人
代

表
は

、
数

日
前
に
転
ば

れ
肋
骨
に
ヒ
ビ

が
入

り
、
欠

席
さ

れ
る

と
い
う
残
念
な
お
知
ら
せ

が
あ

る
。
 

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

名
は

、
第

２
回

行
事

の
際
に

、
候
補

名
か
ら
投
票

で

決
め

た
事

、
東

真
澄

さ
ん

が
保
管

し
て
い

た
「
み

ん
な

 
よ
う
き

た
の

し
！
」

横
断
幕

を
張
っ

た
意

味
と
経
緯

の
説
明

が
あ

る
。

東
さ

ん
あ

り
が

と
う

。
 

玉
岡

さ
ん
は

行
仙
宿
に

行
か

れ
た

時
は

、
物
故

者
２

６
名

分
の
線

香
を
手

向
け
て
ご
冥
福

を
お
祈

り
さ

れ
て
い

ま
す

。
我
々
も
開

会
に
先
立
ち

、
今

日

の
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
の
礎

を
築

か
れ

た
物
故

者
に
黙
祷
！
 

社
会

貢
献

者
表

彰
の
経
緯

、
表

彰
式

典
の
模
様
は

、
配
布
資
料

を
参

照
に

し
て

下
さ
い

。
後
程

、
表

彰
式

典
の
動
画

・
写

真
を
投
影
致

し
ま
す

。
 

 
 

 
 

 

賞
状

と
創

立
４

０
年

・
記

録
誌
 

 
司

会
者

挨
拶

 
 

 
 

 
物

故
者

に
黙

祷
！

 

 川
島

世
話

人
代

表
の
挨
拶
は
「
今

回
受

賞
の

功
労

者
は

二
方

あ
り

ま
す

。

一
方
目
は

、
昨

年
の

玉
岡

さ
ん

の
緑
綬
褒
章

受
賞
に
ご
尽
力
頂
い

た
県
職

の

本
日
ご
出

席
の

山
室
様

の
計
ら
い

で
、
和
歌

山
県
推
薦

の
選
考
書
類

と
し
て

提
出

し
て
頂
い

た
お
陰

で
す

。
 

二
方
目
は

、
昭
和

５
９

年
か
ら

玉
岡

前
世
話

人
代

表
の

下
に

、
こ

れ
ま

で

の
道
普
請
に
先
輩
諸
兄

が
汗
水

を
流

さ
れ

た
延

１
万

８
千

人
の
お
1
人
お

一

人
の
お
陰

で
す

。
こ

の
活
動

の
積
重
ね

が
、

高
く
評
価

さ
れ
認
め
ら

れ
受

賞

が
出
来

た
の

で
す

。
 

は
か
ら
ず
も

、
華
や

か
な

表
彰

式
に
登
壇

さ
せ
て
頂
き

、
ひ

と
え
に

本
日

出
席

の
皆
様

を
は
じ
め
遠
方

の
支
援

者
並

び
に
物
故

者
の
方
々

の
お
陰

で
あ
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り
、
衷
心

よ
り
感
謝

と
御
礼

を
申

し
上
げ

る
次

第
で
す

。
 

副
賞

の
日

本
財

団
賞

５
０

万
円
は
、、 、、
先
般
発
刊

し
た
「

山
彦

ぐ
る

ー
ぶ
創

立
４

０
年

の
活
動

の
歩
み
」
記
録
誌
費

用
及

び
行
仙
宿

・
行

者
堂

の
役
ノ

行

者
尊
像
は

、
現
在
修
復

中
で
来
春
修
復
後

の
開
眼
供
養
す

る
費

用
に

充
当
す

る
こ

と
に
な

り
、
お
陰

で
資

金
繰

り
が
助

か
り

ま
し

た
。

 

 
現
在

の
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
活
動
は

、
会

友
の

高
齢
化

が
進
み

、
地
元

と

若
い

人
が
少
な
い

と
い
う
課
題

が
あ

り
、
近
畿
圏

の
会

友
に

よ
る
広
域
化

し

た
活
動
に
な
っ
て
来
て
い

ま
す

。
皆
様
も
当

ぐ
る

ー
ぶ
へ

の
入

会
勧
奨

を
お

願
い

し
ま
す

。
 

こ
の

会
友

の
高
齢
化

の
負
担
軽
減
に

、
新

宮
信

用
金

庫
井

上
常

務
さ

ん
か

ら
山

彦
と

５
０

万
ず

つ
出

し
て
モ
ノ
レ

ー
ル

を
設

置
し
て
は
ど
う

か
と
提

起

さ
れ

、
㈱

カ
マ

ハ
ラ

テ
ッ

ク
谷

社
長長 長長
に
足
ら

ん
分
は
出

し
て
付
け
て
欲

し
い

と
相
談

と
お
願
い

を
し

た
。
現
地

を
見
て
「
付
け

た
る
」
と
即
決

し
て
頂
き

、

ま
た

山
主

の
上

平
一

郎
前

下
北

山
村

村
長

さ
ん

の
快
諾

を
得
て

、
補
給
路
登

山
口

か
ら
浦
向

道
分
岐

下
迄

、
標

高
差

１
３

０
ｍ

、
長

さ
２

６
０
ｍ

の
モ
ノ

レ
ー

ル
が

４
月
初
旬
に
完
工

し
、

５
月
連
休

中
に
使

用
し

、
荷

上
げ

が
本
当

に
楽
に
な

り
ま

し
た

。
 

㈱
カ

マ
ハ

ラ
テ

ッ
ク

谷
社

長
は

、
山

彦
の
活
動

を
理
解

し
て

下
さ

り
、

ま

た
行
仙
宿
巡

回
を
終
え
て

玉
岡

さ
ん
親

子
が
肩

と
腰
に
ロ

ー
プ

を
結

わ
え
て

下
山

さ
れ

る
姿
に
感
動

し
た

と
、

高
額
な
モ
ノ
レ

ー
ル

一
式

を
寄
贈

し
て

下

さ
り

、
又

新
宮

信
用

金
庫

の
行
員
1
人
1
人

の
積
立

金
で

あ
る

新
宮

し
ん
き

ん
世

界
遺

産
応
援
募

金
会

か
ら
も
モ
ノ
レ

ー
ル
駐
機

小
屋

と
メ

ン
テ
ナ

ン
ス

費
用
に

５
０

万
円
寄
付

し
て

下
さ

り
、
こ

ん
な
有
難
い

こ
と
は

あ
り

ま
せ

ん
。
 

改
め
て

㈱
カ

マ
ハ

ラ
テ

ッ
ク

の
谷

社
長
様

、
信

金
井

上
常

務
様
に

、
感
謝

と
御
礼

を
申

し
上
げ

ま
す

。
本
当
に

あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

し
た

。
 

最
後
に

、
こ

の
受

賞
を
励
み
に

、
設
立
当
初

の
会会 会会
のの のの
趣
旨

趣
旨

趣
旨

趣
旨
とと とと
道
普
請

道
普
請

道
普
請

道
普
請
はは はは
自自 自自

分分 分分
のの のの

修
行

修
行

修
行

修
行

だ
と

い
う

だ
と

い
う

だ
と

い
う

だ
と

い
う

奉
仕

奉
仕

奉
仕

奉
仕

のの のの
精

神
精

神
精

神
精

神
をを をを

忘忘 忘忘
れ

ず
に

れ
ず

に
れ

ず
に

れ
ず

に
、、 、、
当

ぐ
る

ー
ぷ
活
動

の
継

承
・
継
続
に
精

一
杯
努
力
す

る
所
存

で
す

。
 

皆
様
方
に
は

、
引
続
き
ご
支
援

と
ご
協
力

を
賜

り
ま
す

よ
う
お
願
い
申

し

上
げ

ま
す
共
に

受
賞

の
喜

び
を

分
か
ち
合
う

本
席
は

、
お
お
い
に
歓
談

さ
れ

楽
し
い

ひ
と

時
し
て
い

た
だ
け

れ
ば

幸
甚

で
す
」

と
挨
拶

が
あ

る
。

 

東
真

澄
さ

ん
の
乾
杯
！

の
発
声

で
開
宴

。
 

 
 

 
 

 

世
話

人
代

表
挨

拶
 

 
 

東
さ

ん
発

声
で

乾
杯

！
 

 
 

折
箱

料
理

 

し
ば
ら
く

し
て

、
社

会
貢

献
者

表
彰

式
典

の
動
画

・
写

真
(
梶

野
氏
編
集

)

が
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ

で
ス

ク
リ

ー
ン

(
中

前
氏
借

用
)
に
拡

大
投
影

さ
れ

、
表

彰
式

の

状
況

を
見
て
頂
い

た
。
又

、
架
設
モ
ノ
レ

ー
ル
及

び
昨
夏

の
持
経
宿
改
築
作

業
も
投
影

さ
れ

た
。

 

久
し
ぶ

り
に

会
う

会
友

と
あ
ち

こ
ち

で
集

ま
っ
て

、
歓
談
な
ど

で
盛

り
上

が
る

。
 

地
元

の
会

友
が
約

４
５

名
も

参
集

下
さ

り
、

順
次
自
己
紹
介

を
す

る
。

 

 
 

 

招
待

者
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
自

己
紹

介
と

歓
談

 



 3 

 
 

 
 

 

招
待

者
か

ら
祝

辞
を

賜
る

 

 招
待

者
か
ら
紹
介

と
祝
辞

を
賜

る
、

山
室

さ
ん
は

、
知
事

表
彰

、
環

境
大

臣
表

彰
、
緑
綬
褒
章

と
３

年
連
続

し
、
今

回
で

４
年
連
続

と
な

り
、
推
薦
書

類
を
知
事
秘
書

室
へ
送
付

し
た
ら

、
難

し
い

と
の
電
話

が
あ
っ

た
が

、
取

下

げ
る

こ
と
な
く
書
類

を
提
出

し
て
貰
っ

た
と

の
裏
話

を
し
て

下
さ

る
。

 

谷
社

長
は

、
喜

ん
で
頂
い
て

本
当
に
嬉

し
い

。
井

上
常

務
は

、
世

界
遺

産

を
応
援

し
て
い

る
の

で
今
後
も

社
会

貢
献
に
寄

与
し
て

行
き

ま
す

。
と
話

さ

れ
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
山

彦
恒

例
の

炭
坑

節
・

東
京

音
頭

で
フ

イ
ナ

ー
レ

へ
 

 

名
前
は
知
っ
て
い

る
が
ア

ッ
そ
う

か
と
懐

か
し
い

会
友

の
顔

を
思
い
出

し
、

お
互
い
認
識

し
て

喜
び
合
う
自
己
紹
介
に
な
っ

た
。

 

宴
た
け
な

わ
と
な

る
中

、
テ

ー
ブ

ル
・
椅

子
を
片
付
け

、
新

宮
山

彦
ぐ

る

ー
ぷ
恒
例

の
炭
鉱
節

と
東

京
音
頭

を
輪
に
な
っ
て

皆
で
踊

る
。

 

 
 

 

 
輪

に
な

っ
て

踊
る

 
 

 
 

 
餅

ま
き

 
 

 
 

 
 

閉
会

の
万

歳
三

唱
！

 
 

 踊
り
後

、
当
初

良
く

行
わ

れ
て
い

た
恒
例

の
餅

ま
き

(
１
斗

５
升
約

７
５

０
個

)
を

行
い

、
ど
っ

さ
り
拾
う

人
少
な
い
方
も

あ
っ

た
が
全
員

が
拾
っ
て

下

さ
っ

た
。

 

沖
崎

・
山

上
さ

ん
発
声

の
万
歳
三
唱
！

で
２

０
時
に
閉

会
と
な
っ

た
。

 

会
場

の
清
掃

・
後
片
付
け

を
し
て

２
０

時
半
に
各
自
帰
宅

し
た

。
 

終
い

ま
で
手
伝
っ
て

下
さ
っ

た
方
々

、
裏
方
に
携

わ
ら

れ
た

大
江

・
畑

林

さ
ん
ら
女
性

の
方
々

、
車

で
余
っ

た
荷
物

を
最
後
に
搬
送

し
て

下
さ
っ

た
沖

崎
夫

人
に
も
感
謝

と
お
礼

を
申

し
上
げ

ま
す

。
 

最
後
に

、
祝

賀
会

で
は
な
く
報
告

会
と
い
う

こ
と

で
、
祝
儀
等
は
辞
退
す

る
事

を
申

し
合

わ
せ
て

し
て
い

ま
し

た
が

、
遠
方

の
会

友
や
岳

友
、
欠

席
者

か
ら
心
温

ま
る
ご
配
慮

が
あ

り
有
難
く
頂
戴

し
ま

し
た

、
ご
祝
儀
頂
い

た
皆

様
方
に
心

よ
り
感
謝

と
御
礼

を
申

し
上
げ

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
写

真
；

梶
野

・
川

島
。

 
記

；
川

島
)
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寄
贈
者

寄
贈
者

寄
贈
者

寄
贈
者
(
１
２

名
)
    

・
林

 
一

夫
；

１
万

円
。

 
 

 
 

 
 

・
三

井
幹

雄
；

１
万

円
。

 
 

・
山

上
皓

一
郎

；
清
酒

１
升

。
 

 
 

 
・

玉
岡
憲
明

；
清
酒

１
升

。
 

 

・
谷

 
公

雄
；

熊
野
三

山
２
升

。
 

 
 

・
石

橋
哲

郎
；

焼
酎

４
合

瓶
。

 

・
信

谷
佐

恵
子

；
缶
ビ

ー
ル

１
箱

。
 

 
・

井
上

 
訓

；
焼

酎
４

合
瓶

。
 

・
今

野
孝
裕

；
缶
ビ

ー
ル

１
箱
+
５

千
円

。
・

梶
野

照
雄

；
小

カ
ラ

ビ
ナ

５
０

個
 

 
 

・
芹

沢
清

実
；

大
吟
醸
酒

(
沙
羅
双
樹

・
白
鴻

)
４
合
瓶

２
本

。
 

・・ ・・
東

 
真

澄
；

５
万

円
(
内

４
万
は
別
途
有
効
使

用
に

一
般

会
計
へ

)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記
念

撮
影

 
 

 

   

 ◇◇ ◇◇
行
事

行
事

行
事

行
事
(( (( 社

会
貢
献
者
表
彰
受
賞
報
告
会
兼
忘
年
会

社
会
貢
献
者
表
彰
受
賞
報
告
会
兼
忘
年
会

社
会
貢
献
者
表
彰
受
賞
報
告
会
兼
忘
年
会

社
会
貢
献
者
表
彰
受
賞
報
告
会
兼
忘
年
会
)) )) 会

計
会
計

会
計

会
計

    
    

収収 収収
 
 

 
 

 
 

 
 
入入 入入
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
    

会
費

；
＠
３
，

０
０

０
×

５
０

名
＝

 
１

５
０
，

０
０

０
 

 
 

 
 

 

祝
儀

(
林

・
三

井
・

東
・
今

野
)
＝

 
 

 
３

５
，

０
０

０
 

 
 

 
 

 
 

 
 

収
 
入

 
合

 
計
＝

 
 

 
 

 
 

 
１
８
５

１
８
５

１
８
５

１
８
５
．． ．．
０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０
円円 円円
 

 
 
支支 支支
 
 

 
 

 
 

 
 
出出 出出
    

料
 
理

；
＠

４
，

０
０

０
×

５
２

名
＝

２
０

８
，

０
０

０
 

飲
料
費

(
酒

・
ビ

ー
ル

・
お
茶

・
焼
酎

)
＝

２
５
，

０
０

０
 

会
場
費

(
阿

須
賀

会
館
使

用
料

)
＝

 
 

 
 

２
，

０
０

０
 

餅
代

(
畑
地

；
１
斗

５
升

)
＝

 
 

 
 

 
３

２
，

４
０

０
 

お
み
や
げ

代
(
招

待
者

)
＝

 
 

 
 

 
 

 
７
．

６
０

０
 

宿
泊

代
(
青

木
・

梶
野

ホ
テ

ル
代

)
＝

 
 

１
１
，

０
０

０
 

記
念
写

真
代
＝

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
６
，

０
０

０
 

支
 
出

 
合

 
計
＝

 
 

 
 

 
 

 
２
９
２

２
９
２

２
９
２

２
９
２
，， ，，
０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０
円円 円円
    

    収
入
合
計

収
入
合
計

収
入
合
計

収
入
合
計
(
1
8
5
,
0
0
0
)

(
1
8
5
,
0
0
0
)

(
1
8
5
,
0
0
0
)

(
1
8
5
,
0
0
0
)
ーー ーー
支
出
合
計

支
出
合
計

支
出
合
計

支
出
合
計
(
2
9
2
,
0
0
0
)

(
2
9
2
,
0
0
0
)

(
2
9
2
,
0
0
0
)

(
2
9
2
,
0
0
0
)
＝＝ ＝＝
    

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
差
引

差
引

差
引

差
引
▲▲ ▲▲
１
０
７

１
０
７

１
０
７

１
０
７
，， ，，
０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０
円円 円円
(( (( 一

般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計
よ
り

よ
り

よ
り

よ
り
支
出

支
出

支
出

支
出
)) ))  
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資
料

資
料

資
料

資
料
 

 
第第 第第
４
７

４
７

４
７

４
７
回
社
会

回
社
会

回
社
会

回
社
会
貢
献
者
表
彰

貢
献
者
表
彰

貢
献
者
表
彰

貢
献
者
表
彰
へ
の

へ
の

へ
の

へ
の
参
加
経
緯

参
加
経
緯

参
加
経
緯

参
加
経
緯
とと とと
式
典
紹
介

式
典
紹
介

式
典
紹
介

式
典
紹
介
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

社
会
貢
献
者
表
彰

社
会
貢
献
者
表
彰

社
会
貢
献
者
表
彰

社
会
貢
献
者
表
彰
と
は

と
は

と
は

と
は
、
広

く
社

会
の

た
め

に
、
困

難
な

状
況

の
中

で
黙

々

と
努

力
し

、
人

々
の

安
寧

と
幸

福
の

た
め

に
尽

く
さ

れ
て

、
顕

著
な

功
績

を

あ
げ

な
が

ら
報

わ
れ

る
機

会
の

少
な

い
方

々
の

、
そ

の
功

績
に

感
謝

し
労

い
、

活
動

を
支

援
す

る
表

彰
で

す
。

 

こ
の

度
、

昨
年

玉
岡

憲
明

氏
の

緑
綬

褒
章

で
ご

尽
力

頂
い

た
和

歌
山

県
か

ら
の

推
薦

で
、

選
考

書
類

を
提

出
し

て
頂

き
、

８
月

９
日

公
益

財
団

法
人

・

社
会

貢
献

支
援

財
団

の
天

城
 

一
・

専
務

理
事

が
、

審
査

下
見

に
来

新
さ

れ

た
際

に
、

塩
川

先
生

が
財

団
の

表
彰

選
考

委
員

を
さ

れ
て

い
た

と
聞

き
、

先

生
が

８
３

歳
で

行
仙

宿
に

来
宿

さ
れ

た
事

を
話

す
と

、
持

経
宿

へ
の

車
移

動

中
に

急
遽

行
仙

宿
へ

変
更

し
来

宿
さ

れ
、

審
査

下
見

を
さ

れ
ま

し
た

。
 

財
団

か
ら

９
月

５
日

付
け

で
受

賞
決

定
の

通
知

が
あ

り
、

１
０

月
２

６
日

推
薦

し
た

和
歌

山
県

か
ら

県
政

ニ
ュ

ー
ス

で
発

表
さ

れ
、

地
元

紙
(
紀

南
新

聞
・

熊
野

新
聞

)
が

報
じ

ま
し

た
、

 

１
１

月
４

日
に

社
会

貢
献

支
援

財
団

が
、
表

彰
選

考
委

員
会

(
内

館
牧

子
委

員
長

他
３

名
)
の

厳
正

審
査

に
よ

り
、
１

７
３

件
か

ら
７

９
件

の
受

賞
が

決
ま

り
、「

社
会

貢
献

の
功

績
」
団

体
３

６
件

、
個

人
１

５
件

の
計

５
１

件
の

受
賞

者
が

正
式

に
発

表
さ

れ
ま

し
た

。
尚

、「
人

名
救

助
の

功
績

」
と
「

社
会

貢
献

の
功

績
で

海
外

に
関

わ
る

」
２

８
件

は
、

来
年

７
月

に
表

彰
。

 

受
賞

者
は

、
帝

国
ホ

テ
ル

東
京

・
孔

雀
の

間
で

執
り

行
わ

れ
る

２
７

日
１

８
時

か
ら

の
受

賞
者

懇
談

会
、
２

８
日

の
表

彰
式

典
に

出
席

す
る

こ
と

な
る

。
 

出
席

に
あ

た
り

、
一

受
賞

者
４

名
分

の
帝

国
ホ

テ
ル

宿
泊

費
・

旅
費

は
、

財
団

が
全

額
負

担
。

 

式
典

の
み

参
加

の
招

待
者

は
、

一
受

賞
者

に
つ

き
３

０
名

ま
で

参
加

可
能

(
負

担
無

)
で

、
９

月
末

ま
で

事
前

報
告

し
、

招
待

状
が

発
送

さ
れ

る
。

 

玉
岡

さ
ん

に
是

非
参

加
し

て
欲

し
い

と
お

願
い

し
た

が
、

体
調

の
不

安
か

ら
固

辞
さ

れ
、

又
新

宮
地

区
で

世
話

人
等

の
主

だ
っ

た
人

に
表

彰
式

典
へ

の

参
加

要
請

を
し

た
が

断
ら

れ
、

当
ぐ

る
ー
ぷ

か
ら

山
上

・
川
島

・
沖
﨑

・
梶

野
、

招
待

者
と

し
て
神
奈

川
県
大

和
市

の
伊
賀
敷

ご
夫
妻

が
表

彰
式

典
に

参

加
す

る
事

に
な

る
。

 

表
彰
式
典

表
彰
式
典

表
彰
式
典

表
彰
式
典
はは はは
、

内
閣
府

・
総

務
省

・
文
部
科
学
省

・
国
土
交

通
賞

な
ど

の

後
援

の
下

、
約

６
０

０
名

が
参

席
し

、
式

典
次
第

に
よ

り
内
閣
総

理
大
臣
夫

人
・
安
倍
昭
恵

会
長

の
挨
拶

、「
瑤

子
女
王
殿

下
お

こ
と
ば

」
に

な
っ

て
い

ま

し
た

が
、
三
笠

宮
家

は
喪

に
服

さ
れ

て
い

て
ご
欠

席
、

内
館

牧
子

表
彰

選
考

委
員

長
よ

り
厳

正
な

審
査

経
過

等
の
挨
拶
後

、
各

受
賞

者
が
登
壇

し
て

安
倍

昭
恵

会
長

よ
り

表
彰

状
授
与
並
び

に
副

賞
の

日
本

財
団

賞
５

０
万
円

の
贈
呈

(
当

日
、
口
座
振
込

)
を

受
け

ま
し

た
。

 

第第 第第
４
７

４
７

４
７

４
７
回回 回回
「「 「「
受
賞
者

受
賞
者

受
賞
者

受
賞
者
５
１

５
１

５
１

５
１
件件 件件
のの のの
社
会
貢
献

社
会
貢
献

社
会
貢
献

社
会
貢
献
のの のの
功
績

功
績

功
績

功
績
」」 」」
    

①① ①①
精
神
的

、
肉

体
的

な
著

し
い

労
苦

、
危
険

、
劣
悪

に
状

況
に
耐
え

、
他

に
尽

く
さ

れ
た

功
績

。
②② ②②
困

難
な

状
況

の
中

で
黙

々
と

努
力

し
、

社
会

と
人

間
の

安
寧

、
幸

福
の

た
め

に
尽

く
さ

れ
た

功
績

。
③③ ③③
先
駆
性

、
独
自
性

、
模

範
性

な
ど

を
備
え

た
活

動
に

よ
り

社
会

に
尽

く
さ

れ
た

功
績

。
 

④④ ④④
海

、
山

、
川

な
ど

の
自
然
環
境
や
絶
滅
危
惧
種

な
ど

の
希

少
動
物

の
保

護
に

尽
く

さ
れ

た
功

績
。

 

新
宮
山
彦

新
宮
山
彦

新
宮
山
彦

新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は

ぐ
る
ー
ぷ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は

ぐ
る
ー
ぷ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は

ぐ
る
ー
ぷ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
和

歌
山
県

新
宮
市

で
昭

和
４

９
年

に
結
成

さ
れ

た
会

員
数
約

５
０

名
の
自
然
保
護

団
体

。
紀
伊
半
島

を
縦

断
す

る
「
大
峯

山
脈

」
に

は
、「
大
峯
奥
駈
道

」
と
呼
ば

れ
る
修
験

の
道

が
あ

つ
た

が
、

明
治
維

新
後

の
神
仏

分
離
令

・
修
験
道
廃
止
令

に
よ

り
、

長
期

に

わ
た

っ
て
藪

に
閉
ざ

さ
れ
荒
廃
化

が
進

ん
で

い
た

。
こ
う

し
た
大
峯
奥
駈
道

の
惨

状
を
目

の
当

た
り

に
し

、
そ

の
豊

か
な
自
然
環
境

、
文
化
的

な
景
観

を

保
護

・
保

全
し
後

世
に
伝
え

よ
う

と
、
昭

和
5
9
年

か
ら
3
2
年

に
わ

た
り

、

延
１

６
０

０
回
以
上
環
境
整
備

に
取

り
組

ん
で

来
た

。
 

尚
、
第

４
７
回

の
受

賞
者

一
覧

と
受

賞
者

の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル

は
、

社
会

貢

献
支

援
財

団
の
ブ
ロ
グ

に
掲
載

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
検
索
閲
覧

し
て

下
さ

い
。

 

日
本
財
団

日
本
財
団

日
本
財
団

日
本
財
団
と

は
、

財
団

法
人

・
日
本
船
舶
振
興

会
の
初
代
笹

川
良

一
没
後

の
平
成

２
３

年
か

ら
公

益
財

団
法

人
・
日
本

財
団

(
笹

川
陽
平
・
代

表
理

事
会

長
)
と

な
る

。
競
艇

の
収

益
金

を
元

に
各

分
野

へ
助
成
金

を
出

し
支

援
を

し
て

い
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上
 


